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地殻浅層内の地震波速度及び剛性に就て'

正 務 章特 J

~・緒言

地支而に於ける地震波の観測結果から地球内部の震波速度を求めるととは地震翠上必要なととは

勿;命，更にそれより地殻内θ極々の深さに於ける物理:均性欣を窺ふと云ふ物理号~7.)方面からも極め

て重要な事柄であるo

此 3問題に閲しては M.;P. Rudzki(l)'が始めて解析的に研究してより H.Bendorf(2)， a;. Bat .... 

eman(3)等諸与さ首D研究を終て， ，G. Herglotz(4)及びE.Wiechert(5)に至り地表面震源の場合に

就ては理論的に所謂 .VViechert~~Herglotz の方法が完成されたb その後更に H~ Wittei(6)等の

有名な賀際化の研究もたされ， uli々 の走:J寺画数より主に地殻深層の速度分布が求められてゐる。我

図;ζ於ても本多(弘)博士山，鷺坂氏(8)その他(日)(10)どの方により本邦に愛生した極潟波地震。個々

の場合に就て主にとの方法をj歯周ずるととに依り，特に地殻浅層内0速度分布に閥ナる重要な結果

が後去されてゐるb 又和建博士等(11)によっては我闘に愛生し?と大規模な潟設地震 8個につい七本
a¥ 

邦vみならず外閣に於ける観測資料も加へて詳細に調査決定された平均走II寺曲線及び深設地震を基

にした還元走時曲線よ良信用皮の高い速度分布の研究がなされてゐるが，とれば地殻内部の相営深

い所に於けるものが主であるo !揖保に主として地殻深層iC劉・しセは，近地及び遠地々震として充分

調査された我閣の地震による柿皮の高い平均走H寺曲線から既、ば標準的た速度分布が得られてゐ.る。

又地裁潟層にま干しても上越D1-去に個々。場・合に就ては充分明らかにされ，大韓それ等の結果は同Fじ

であるが帝国hな鮪迄一致して得られてゐるとは云べない。従って浅層氾於けるとれらの標準的な速

五島布が欲しい場合が起る。

腕る意味から若者辻本調査に於て，近年我園及びその附近ほを芝生し震央附近に於ける断層。設現，

地縫，定:時その他種々の方面から車両密な調査がなされた結果，地表面地震と考へbれてゐるものレ

?zち，最も展型的な潟後地震数仰を撰び，それを基にして先ず精確なる苧均走時曲線を決定し，と

れより地裁潟層内 D平均速度分布を求め，更に共鴎に於ける弾性常設D深さによる鑓イじの欣態を窺

わんとした!ものである。

~ 2 極j義援地支の平均走時品設

地表面に於げる観測結果hら地球内部3地震波速交を求めようどナる場合，最も重要な問題は党

特玖賀測候所。

白血 56..... 
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当事走iI寺曲線の形を決定ナるととであるo 元来個々の地震つ走iI寺曲線は少しづ L呉って，ゐるのが普通

であらωうかとの走11寺曲線の差異を生ずる主な原因は大要ヨえのJ~長liC.考へられる o

(a).'震央位置，震源の深さ;，震源に於けさ稜震時。

(b) 地震記象に於ける相の現れ万による各相。設現時判定句難易に依るものo

(c) 震源域共ο他波のイ専播結路氾於けるべ地殻構造の不均質。

多数万観測所が震央に~~J じて遁営に分布し，しかも感度のよい地震計で精確な観測が行われた場

合， (b)'は場合によっで異るが (a)は一般に相営正路に決定ナる.ζ とが出来る。然L(c)の地殻 l 

構造方不均質による影響は相嘗複雑なものと推察され現在の観測一騎皮に於では未だ硲定的に白毛の効

果を議論ナるととは出来ないj伏態と考へられる。従って Mohorovicic以後多くの人の問で、地殻内

つ部に俸波速度の異るいぐーつかの不連績層。存在が提唱され，走i時曲線が何本かの直線に分け台れて

ゐるが"とれらは倫観測精度を向1::'1)上充分研究さるべき徐地が残ってゐると考へられるので，本

調査陀;於ては!折る不連積層。存在は念頭に置かず，走11寺曲線は連続した曲線としで平滑し，忠J賞に

そ，の形を決定ナるとと L、した。

(り Pi皮の平均走時函霊長近年我図又はそ。附i立に後生して，現在。取扱ぴ0精度陀於で震源

。深さが零と考へられる展型的た極主題護地震のうち，観測所がj自首1己分布してゐるものを撰び，且

っその観測{巨が全憾として震央附近より 2000km返り迄割合平均陀分布し精確な走!時曲線が得ら

れる様な地震として第 1表止と掲げた四個。地震を撰び出した。

第 1 表
定温盛田=宮盟国詰園理忽国~置

震 J 央
地震名 E言源、に於ける琵震時

束、締 j北緯
e令.

伊東(]2)I 139.01 35.00 昭和 5平 III)j228' 17n寺5'1分 33・?砂
北伊豆(l3)l' '13:1.00 ' 35~ ロ 1 " 5 XI 26 04 02 45.0 

台鶴一新竹台中同州(l4)I 1:.004~)f 24021' " 10 IV 21 07 01 56.0 

踊井(15) 1 136.0 lo' 36007 " 23 VI 28 16 13 27.0 

とれらの地震に就ては腕rc:g.くの方々 ぬより走i!寺のみならず総ゆる方面から研究し議されてゐる

ものが多い。とのう;も伊東地震は震央に極め1て接近して観測所があるので，震央附近。走H寺曲線の形

を決定ずるりに極めて有力な資料を提供してゐる。又墓湾一五rr竹塞中雨州、l地震は観測網D地理的関

係から 1000kmから 2200，....，.2300km ~弓豆 ~ìP 波θ締結怒る観測値を興へでゐる o とれら各地震の震

央位置及び震源に於げーる稜震ij寺は腕によく調査されてゐるので，大髄その結果に依るととにしたが

墓潜一新竹蚕中雨州地震及び幅井地震η震源に於ける後震;r寺は伊東地震及て広北伊豆地震の震来附近

の走H寺曲線の形疋 Weightを置いで新しく決定し直し?と。その結果.主第I表tぬ己示した;遁遁pで、ある。

号失たに地震計の感皮が銃敏で、E駿食測-土tの精皮その他諸f保袋件カがf湘H陥各々 同

-" 

一~ιs7一:;..-一〕、



58 -第2表 P 波の観測表
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-地震計を有ずる観測月rr，1)験測結果をy日びるととにしとれら各地震の各地b己主ぞける獲震iI守，走時及

震央距離を夫々第 2表VL示したロ

との!致測結果ご基いてとれら四個つ地震の平均走:r寺曲線を決定ナる際先ず個々 7.)1{;のについては

走1I寺曲線を決定し，それから讃吸った各走時司つ平均を求めると云ふ方法によらず，第2、表の各地震

の走;1寺 (Tp) と震央距離(ム)を同 i寺陀 1枚。闘?とプロットし，それらの値を最もよく貫く様に目

の子で曲線を引く。次にそ乃走守曲線よりムの一定陪)隔つ走if寺を讃1&~，とれを用ひて Tp は A

のみの画数と仮定し，最小白来法によって走iI当面数を決定した。倫質際・化は曲線を 3部分に分って

係数;土決定した。斯様にして得られた各I昼間についての走ii寺画数立与え式 1刀泊りである。

適用範閤 O~~~三140kni

T;1 =0.27016-0.000988ム2十0.00000252ム3

140くム壬620km

Tp2=6.13十0.1382ム-0.000010壬ム2

-620くム壬2180km

Tpa=9.70+0.1275壬ム-0.00000244ム2

との走:l寺画数から算出した平均走11寺は第3表の通りで第 1圏中。曲線J土とtLを重いたもので，同

11寺に 7.~ロットした質測{直を極めてよく満足さしてる・る。依ってJè:れを以τ本調査に於げる P 波の

平均走.1寺画数とするら'

j直月j範国
ノ
v 

適用範1m

第 3表 E波の平.均走 11寺表 4 
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276.11 

(ii) S 波の平均走時沼教 一般に定t!寺刀研究に際し困難な事柄。 A つ;土地震計記象の相。現私

'の不明瞭に依るもので，特Jて潟設地震の S 波の場合k著!ë~í~~ 官。ち S 相ばそれ以前に到達した反

射波の撹乳児依って設現11寺の正確なる判定が困難怠場合か非常;ゼ多い。従って浅設地震に於て S

波の信用度の高い走iI寺曲線を引くときはなかなか困難たので，直接浅波地震の賞測{直に基く S波

走;1寺の研究ぽ比較的に少し我園児於げる此刀種の研究J己ぼ深波地震の走rr寺曲線を基?として Moh-
グ

orovicicの方法による還元走;;寺曲線(16)，或ぽ他の特殊な方法(17，)等に依られてゐるoMohQrovicic 

-ó9~ 
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第 1闘 P波の平均走時曲線 {Tp-"ム11.11線)

.zzo 
、、

‘ ¥ 

S即

?岬
S '"， 

'-

凶叫，

I，ot一一

「
ト
ト
ト

~ 

f ・，

100 r--- 5 

.0 ト一一 / 
、守

.0 ，ー 』 . . 
相』イJ. . 

kfJ→ムゐム ム L L-l~J 
fJt'q' 必 脱起草

震夫事長簸(lOoI.)

、 じ布

の還元走H寺曲線の方法によると原走時曲線の母曲黙の震央距離の 2倍に相蛍ナる巨離以内に於ては

定時曲線が得られないので，調査;δ目的から今回ばとの方法にはよられない。然し近年本邦及びそ

の附近に設生した極浅護地震0中には比較的明らかに S相が験測されてゐるものがあるので，その

うち"p-，相の場合と同燥な理由から失去の各地震を撰びその験測結果に基き， P波に較べればかな

り信額皮は劣るが直接失の様に平均走1I寺画数を決定ナるととにした 0・

第， 4 表

一
¥ 震 ¥央

!Il! 震 名 E達 震 日寺

、
東 緯 、

伊 東 (1B) 13801 n500 昭和 5年 III月 22日 17時 15分

北伊豆前震(19) 平13均8059.3 平3均5002.3 昭有白磁和感甜農百年露の平中X本均I月震間と麗日央北を世同豆じ地震くすのる2凶2s筒、の箇

耳uヨr 手一小 d
園 (20) 141012 38030 昭和 G XI 4 01 16 

選濁一新竹基中雨川、1(21) 136015 36007 " 10 IV 21 07 01 

とれらの個々の地震刀走;r寺については鷺坂氏に上り銃;己主く調査されて居るもののみであるが本

節に於ても P波δ場合と同様 Wiechert地震計を有ナる観測所。験測結果を主として用ひると

- 60一一
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地殻浸層内の地震波速度及び剛性に就て一-1E務草 .61 

とにし，第5去に各地の Pe'-'Sの値と震央距離を掲げる一

第 5表 P，.....，s観測表

I 

伊 東 地 震 北伊豆前震 岩手一一小園地震 聾麿一一新竹台.中雨州地震

観測所 ~-s./ ム 現測所 /p，--.s!ム 観測所 1Ip_--S / ~ ~- 11観測所 Ip~-S j II 
sec km sec km sec km sec 

.K，2In 9 潰‘回
sec km 

沼津 4.;6 29 2.1 10 宮古 '4.5 27 台中 4.3 168~8 1597 

布良 7.，3 63 2.4 14 盛 岡 、6.7 52 阿里山 14.0 89 大阪 186.2 1821 、，

崩潰 9.9 69 10.5 73 秋田 19.0 136 花蓮港 14.5 89 神戸 198.0 1800 

東京 13.2 97 9.8 76 f山塞 18.-4 152 台北 15.0 107 豊岡 193.8 183] 

、熊谷 16. 130 13.4 99 繭島 29.5 219 台東 23.0 
t31749 0 

亀山 185.8 1907 

43:8 前橋 21・‘6 154 15.7 119 水戸 38.2 358 石垣島 岐阜 213.0 1963 

銚子 20.守8 173 15.9 126 筑波山 41.4 386 那覇 71.0 718 富山 218'.8 2077 

宇都宮 20・A
'l.' 19.5 ，148 札幌 41.4 395 名瀬 110.0 975 三島 220.7 ， 2116 

名古屋ー
内 向 03 20.1 17] 鏡子 "43.8 420 富.江 144.7 1218 八丈島 221.1 2090 

長野 24'.4 ヲo3 21.4 187 熊谷 49.3 419 長崎 135;1 1283 借滞 223.9 2123 
八丈島 25.7 217 22.0 191 東来 '，56.0 45] 宮崎 148.1 1337 沼津 218.4 2107 
岐阜 25.4 220 24;6 204 長野 '58: 1 438 熊本 147~7 1347 輪島 213.4 2105 
京都 33.5 306 30.5 247 輪島 64.1 478 稲岡 153.0 1391 尖島 223~6 2143 
幅島 .35.7 328 柿一岡 53 8 380 大郎 172.6 1485 宮崎 239.0 2175 
大阪 35.8 335 根室 53.6 518 仁川 163.3 1.563 東京 236".9 2211 
脚 戸 39.5 360 布、良 66.2 528 極山 163.6 

E1E5re7g彊0i 

三島 54.7 540 京披 163~0 1580 

ー

倍 (P，.....，S)--6座標に各地震の (P，....，S)の資測値を同11寺にフ・，ロットしそれらの値を最もよく満'

足きナ傑，に目の子で曲l線を引く，ヨえに前節と同様に A の一定間隔毎にその曲線上の値を讃取り，

とれに夫々前節で求めた到感ずる P 波の平均走if寺を加へて S 相。走~l寺 (Ts) とし ， Ts を AV

みの画数と{段定して最小白菜法によって係数を決定lしたコ倫此の場合も曲線を 3部分に分けて係数

を決定したがとの各国聞についての走:1寺画数は失の湿りである。

遁用範囲

適用範国

適用範園

0壬6~三120km
/ 

TS1=O. 4383A-O. 001521A2+0. OOOD04246:! 

子。くA壬620km

Ts2=7.44十O.2588A-0. 000026362 

620<A豆2180km

TSs = 16. 54+0.22946A-9・00000253A2

斯る S 波(ì)~ìl寺画数か/ち算出された走i時及び初期俄勤時表は第6表の濁りで，第 2閣の (P--S)
，....，6岡市の曲線はとれを示したものである寅測値はかなりばらづいてみるが曲線は先ずとれを満足

きしてゐるものと考へられるよう o 故にとれらを以て極潟渡地震の S波の平均定時画数とナる。

- 61ー
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S波の平均走i時及び初期微!lbll寺表

s /. Ts I P--s~ Alr:-[p--s 11 ム 1TS I p--S 11 ρ I  T~ I p--S 

km sec sec km sec 
k5m 生O

sec sec km sec sec 。0.0 0.0 120 ¥38.0 139~5 6L8 ー 138032K4 147.3 

10 4.2 1.6 おo 40..6 580 148，7 65.9 1460 346.2 155.5 

20 8.2 3.2 140 43.2 620 157.8 70~0 1540 363.9 163.6 

30 11. 9 4.6 130 53.2 66Q 166.9 74.1 1620 381.6 17l. 7 

40 15.4 6.0 220 63.1 27.1 740 185.0 82.3 1700 398.9 179.4 

50 18.6 7.3 '260 73.0 31.6 820 203.0 90.4 ‘1780 417.0 -188. oj 

701 24.71 9.811 3401.92.41 40.511 9801 239.01 106.611 19401 452.21 204. 

80127.51' 10:911 _ 3801102.01 44;811 10601256.91114.711 .'20201469.71， 212. 

901 30.21 12.111 4201111.51 ~9.211 11401274.81122.9¥21001 487.31.220.5 

1∞32.91 13 揃 1m1534…2.7ω …壬 71-228.6

1101 35.51 14.411 . 5001 130.31 ，57.711 13001 310.61 1只9.2
， 

第 6表
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地殻浅野内の地震波謹度及び剛性に就て一-iE務章 。3
~ 3. 地裁漫層内の地震波の速度分布

( i ) 算出方法の概説.

(a) 速度(けが地IC'oiJ~ Gの醐 (r)の増加と共に一様化減少し且雲玉手で、ある。

Cb) 震源は地表面にあり，走il寺曲線はム軸疋釣'して常に凹で，微分可HEで、あり，且つ連続た

2ヨえの微係数をもつでゐるo

所f業主E係件(22)が成立つ場合には有名'P:J.. Wiechert-Herglotzの方法によって，、地表商の観測値

上り得られた走時曲線から地殻内部の地震波の速度を求めるととが出来るo

第 3圏 第 3園児於て C を地心 r()を地球。宇径，H を震源，HOを

地表商とナるめ H からtUる震波線の任意の一つを HSO，とし

その最深鮪 (S)の地心距離を r，地表面からの深きを hs(hs=ro

-r) とナる。観測貼 Oの震央距離を A=AI'とナると Wiech-

ert， Herglotzに依って誘導された震央距離と震波の最深黙の地

心距離との関係は次式の通りであるo

C 

今 ro=6367kmとずれば

ム =s

10ga~=三::::.-L_n I'qdA r ιまり Jム=0

a
-
a
 

a
一

A

、、EB
F
'

一、、E
E

，J

仏
一
汀
一
仏
一
d

r卜
l
t

、」fF
I
k‘、

OZA 
ιn o

 
c
 

に弦 O~Âi主主ÂI'

rs=s 

loglor=3.8039348-0.0000217121 QdA. 
" s=O 

従って走il寺曲線の形から Aのl菌数として求められる qなる量の積分値を用ぴ，上3えより射出動

の震央距離がAI';である様段、震波線の最深黙の地』む距離 (r)が求りられる。故に最深貼!と於ける地

震波速度 (v)伐との、 γ とそ乃震波線の地表面射出勤に於ける表商速度き組合せ，ヨ穴式に依って計

算される。

v=え(会)s=sI' 

斯くして地球内部を侍播して来た地震波を地表Jで、;観測して得られた走lf寺曲線から地殻内部の震波

速度が得られる。

(ii) P波及び S波の速度. 前節で、求めた P波及び S波の平均定時曲線は総ペて地表面震源

と考へられる展型的た浅護地震のみについて求められたものであるから，とれに [Wie~hert-Her

g]otzの方法を遁用し2雨波の倖播速度を計算した。
rs=L主“

との計算を行ふ際 qdAなる量は 1粍目盛の方眼紙に葺いた q--A曲線を車位の幅の縦の
" A=O 

- 63ー.
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帯に分ち，その中の線値を積算ナる園式積分訟に依って求めた。

斯くして得られた結果辻第7表及び第8表に示ナ通Dであるo とれに依り地表面干約 .200匂n迄'

の繭波の速度 (Vp，'VS) の分布園を主主くと第4園。授になるo 伶闘には既往に得-られでゐる値と比

較の魚に， P波の速度に就いては昭和l5~存 11 月初旬の北伊豆地震(23) より本多博士が符・られた値及

び昭和 2年3月7日の北丹後地震(24)及び昭和 10~宇 4 月 21 日@塞湾一新竹塞市雨州地震(25) より鷺

坂氏が算出された値ぶ叉S波に就いては同じくと，の蚕湾地震から鷺坂氏が求められた値を周示し

た。

sfC7表 P波の最探知の深さ及び速度

Ar 
dA l j::RqdA| 
dT 

T Vp 

km o 主出:7m0eC1 
、、 km krn km.se'と-1

3. 0.000 6~67.0 。。 3.、70
ち

10 3.98 2A82 6366.2 0.8 3.98 
、

20 4.28 7.168 6364.，7 2.3 4.28 #f 

30 4.60 13.426 6362.7 4.3 4.60 

40 4.92 20.455 6360.5 6.5 4.92 

50 5.26 28.f)81 6357.9 9.1 I 5~26 

60 5.59 36.836 6355.3 11. 7 5.58 

70 5.92 45.732 6352.5 14.5 5.91 

80 6.23 54.740 6349.6 
， 

17.4 6.21 . 
90 6.51 63.284 63壬6.9 20.1 6.49 

100 6.75 71. 218 6344.4 22.6 6.72 

120 7.05 82.206 6340.9 26.J 7~02 

150 7.25 94.34 6337，0 30.0 7.21 

200 7A4 111:08 6331..7 35.3 7.40 

.250 7.52: 122.'50 6328.1 38.9 7~4q 

.300 7.58 134:.80 6324.2. 42.8 7.53 

ぐ00 7.70 162.48 6.315.5 51.5 7.64 

500 7.82 197.73 6304.4 62.6 7.74 

600 7.94 236.75 6292.1 74.9 7.84 

700 8.02 265:76 -6283.0 84.0 7.92 

800 8.08 294.62 '6273.9 93.1 7..96 

1000 8.15 337.33 6260.5 106.5 8.01 

1200 8.22 391.49 6241.6 123.4 8.06 

1400 、 8.:29 457.30 6223.1 143.9 8.10 . 

1600 8.35 520.02 6203..6 163.4 8.13 

1800 8.42 589.54 6182.1 18壬.9 '8.18 

2000 • 8.49 667.26 6158.1 208.9 8.21 

2200 8.56 753.94 61.31.5 235~5 8.24 
~田監=理.軍~広温~~恒国島，...‘帥棋
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第 8表 S波の最深黙の深き及び速度
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守

i

T

i
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白

dd. 
T 

dT 
1{s 

km.sec~l km km km'secづ
2.28 0_000 u3G7_0 0.0 2.28 

2.44 2.368 6'366_ 2 
む

0.8 2.'44 

2.61 6.850 6364_8 2~2、 ~ 2.61 

2.79 12.886 6362.9 4.1 2.79 

2.97， 19.643 6360.7 6.3 2_97 

手 6358.5 3.1;1 3.14 26_700 8.5 

3~32 34.830 635;).9 11.1 3.31 

3.48 42.566 6353.5 13.5 3.47 

3_62 50.162 6351.0' 16.0 3.61 

3.74 57.;)71 6348.8 18.2 3.73 

3.83 ¥ 63.4i1 6346;..8 20.2 3.82 

3_94 72_322 6344.0 23.0 3.92 

3.99 .， 78.82 63壬2.0 25.0 3.'97 

4.03 88.72 6338.8 28.2 r-4.Ol 

4.07 102.07 6334.6 32.4 4.05 

4.12 118.06 6329_5 37.5 4.10 、

4.21 υ155.33 6317.8‘ 49.2 4.18 

4.30 197.03' 6:)04.6 62-4 4.26‘ 

4.40 245.'7，5 6289.3 77.7 4.35 

4A4 280.56 6278_;) 88.7 4_33 

44.6 313.38 6268.0 99.0 LS9 

4.50 389_60 6241.2 122_8 4.41 

4.54: 493.46 62111.8 155.2 4.43 

4.58 606.44 6176.8 190.2 4.44 
甲山 -

s 

-:/ 

厨で見られる活り，深さ 30km以上ではとれら銃往D個々の弛震がら求められてゐる諸結果と大

同小異の値とたってゐるがとれより浅い極く表居申では特に鷲坂氏の得られてゐる値とかなり異っ

てゐる。とれば主として震源に於ける設震時。決定の差異に淵源ずるものとゴ5へられるo gpち著E

の場合は震央?と極めて接近した観測値のあった伊東及び北伊豆雨地震3震央:府近の走時曲線の形に

イ言騒皮を置き，ぞれに依る走11寺を補って震央附近の観測値の不足した地震の震源;ζ於ける後震時を

決定したのであるが鷲坂氏は祈る場合に賀測値を尚足さず走n寺曲線をそのま L外挿して求め/られて

ゐる。従ってとの賠の検討は今後更に観測値(特に震央附近の)の完備した多くの地震に依って確

かめ怠ければならたいものと考へる。

ヨえに震波線め最深貼θ深さーその地表而射出貼の震犬距離との関係を見ると第 5園の係正たって

ゐる。邸ち p.s雨波共肥大髄同じ傾向の曲線が得られてゐるがその差異は比較的大きく， S波は

← 65，-



66 験 震 日寺 報
元

第 4同地殻浅層内の P波及び S波θ速度
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一般に P波上り浅いE患を侍播して来る結果になってゐる。斯る事貨は地殻深層に於ける研究でも

指摘されて居る (2
G
)ととであれ質際雨波の停播経路は同一ではない様である。

~ 4.- 地殻浸層内の弾性常数の分布!

地震波の速度を VP，ぬとナれば poisson比ほ r

Z)p2-2Vs2 
σ 2(Vp2~VS2 

であるから地震波の速度が知れると地殻内部の σ の値が求めdられるo

叉地殻を構成する物質の密度 (ρ)が知れると
e 

(九=ρ(がー制，

μ=ρVs2 

{ 

に依り邸性に闘ナる Lame'の常数 (λ，μ)の分布も得られる。地殻l内部の密度分布に関しては従

来 Legender，Laplace， Roche， Wiechert共D他多くの皐:者の仮定があるが，今回ほ Roche

の仮定に依って九及び μ の値を求めてみた。邸ち町を地球の宇径，r‘を地心距離とナる時，密

度分布を

ρ::pc{l-s(ず}， 但し ρc=10.10，s=0.764 

として，前に求めた 'VP，Vsと組合せて地殻浅層内の値を計算した。

斯くして算出した σ，1¥.， μ及び Vp/Vsの値を第9表に示ナ。 との結果によって Poisson比及

第 9表地殻用部の震波速度及び弾性常数

I 'h r 昨 I' as， I VP/Vs! 入 |μI1h I Vp I 
km km. 

X 1010 ×仰| km km. km. 'lx1010 X 1010 

sec-1 
C.7G. .S. C.G.S. sec~1 sec-1 C.G.S. C.G.S. 。3.70 kmse22c...27-8811 

1 
1 
11.62 0.194 83 12.38 60 7.72 4.25 1.81 0.283 59.-38 45.69 

4 4.56 1.64 0.20壬 12.82 18.55 65 7.76 4~27 1.82 0.283 60.33 46.30 

8 5.10 3. Il 1.64 0.204 16.01 23.21 70 7.80 4.30 1.81 0.282 61.08 47.33 

12 5.62 3.37 1. 67 0.219 21.38 27.38 75 7.'84 4.33 1.81 0.，281 61.60 48.19 

16 6.05 3.61 1.68 0.223 25.61 31.66 80 7~88 4.35 1. 81 0.281 62.81 

20 6.48 。3.82 1. 70 0.234 31.]2 35.45 
890 
5 7.91 4.37 ， 1.81 0.280 63.12 49. 

24 6.85 3.95 1. 73 0.251 38.36 38~06 7.94 4.38 1.81 0.281 64.17 49. 

28 7.12 4.01 1. 78 0.267 45.21 39.24 100 7.99 4.39 1.82 0.284 66.54 50. 

32 7.30 4.05 1.80 0.278 50.38 -40.34 110 8.02 4.40 ， 1.82 0.285 
、67.8451. 

。

36 7.40 4.08 1. 81 0.28~ 53.03 41.13 120 8.05 4.41 1.83 0.285 69.44 52. 

40 7.49 4.12 1.81 0.283 54.71 41. 92 140 8.09 4.42 1.83 0.286 72.02 53.34 

44 7.55 4'.15 1.82 0.284 56.17 42.・88 160 8.13 4.43 1.84 0.289 74.11 54.18 

48 7.60 4.17 1.82 0.285 57.45 43.48 180 8.16 4.44 1.84 0.289 76.32 55.39 

52 7.64 4.20 1.82 0.283 57.73 44.10 200 8.19 4.44 1.84 0.292 79.08 56.37 

56 7.69 4.22 1.82 0.285 59.5J 45.，03 240 8.25 4.45 1.85 0.295 84.24 58.61 

内自 67..... 
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第 6表地殻潟層内の LatUe'の常数及てt=:poisson比の値
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び Lan1e'の常数:oi来さによる分布を示ナと第6園。様にたる。邸ち Poissori比ぽ深さ 30km謹

り迄大腿立浪|寺に増加し，それより深屍ていは非常に増加率が小さく怠るーそしてそρ値は地表附近

極 b層で;土 11壬より小さく，数十:仔以下でな 11壬より大きくなってゐる。との σ及び vpjvsの

{直J士Zoeppritz と Geiger(27)が遠地々震の走:1寺曲線から，又和達博士(28)が関東，北丹後，阿武隈

河仁/<:03地震よ D得られた P 泌刀法度と八丈島南西;if:tο深設地震の還元走n寺曲線上り得られた S

波方法交とより算出された値等に比ぺると粉々-大き目である。 叉 v1/Vsは腕?と手/J達博士(2lJ)，鷺坂

氏(3())等i己主り調べられてiゐる通 9，そο{底土深さと共に増加ナるが，特に地下 30km附近急激に

l曾大し，以ド上曾如iつ害Ijふは非常えゆるやかになってゐる。

Lame'の常数ち Poiss')n比等と同i.J:去な謎{じ刀傾向を示してゐるのは国交の通りで，地表面下 20

km 附.~丘迄士九の{直土 μ の値より小さく，それ以 Fi乙至ると λ の方が大きくなり且つ深さによ

る増加率も大きくなってゐる。

本調査と於て';'ri前 Jて述ぺた'T;.日く不連積層刀存在主全く考慮せj，刊さえ!寺曲線、つ形のみから忠貨に

........， 68-'、
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速度を求め，又それよP踏i宝に闘ナる常数も算tUG，たのであるがその結果注深さ 30':"'"生Okm附近

に於て速度及び弾性常数D増加1卒が急~ナる 4;去に主立った。そしでこれは諸与さ:ぎにより 阪にその存在

を指摘されてゐる地絞上層約壬Okm附近に於ける不績連層と大縫一致した深さになるも
明、

i 5.'結語

今回の調査に依つで得られた主な結果の持~要を三えに述べる。

( 1 ) 近平本邦及びその附近に後生した地表面震源と考へられる展型的潟設地震のうちの数個に

就ての賞測結果hら震央距離 2200km迄vP波及び S波の平均走H寺画数が求められたo

(2) P波及び S波v平均走i寺曲線より地殻潟暦(深さ約200km)に於ける爾波の速皮が Wi-

echert~Herg lotzの方法に依って算出された。

(3) 地殻潟層内の速度分布に就ては腕に本邦に渡生した箇々の地震について再三求めーらか，大

飽同じ結果が得られてゐるが古田hな鈷:に至ると各研究者f[依って幾牙具.ってゐるo 本調査は

地殻潟層内の地震波の標準速度を求めようと Lたもので得られた結果は以 k筒々の場合につ

いての平均値とも考へられるo

(4 )、地殻内部vP波と S波ο{事婚経路は腕iC指摘されてゐる如く多少主主うてゐる結果が今回

も得られた。

( 5) 地殻成層内のl?oisson比及び Lame'の常数を求めと?と深さ 30km附近迄急7増し以下急:

激に増加率は小さくなる。然し一定値ではなく内部に向ひゆるやかに増加ナる傾向は認めら

れる。

(6) 今回。調査では不連鎖層D存在ば全く念頭に置かず，唯平滑述績とした走;1寺曲線の形のみ

から調べたりであるがその結果得られた震波速度及び弾性常数の増加l卒ば深さ 30，....，40km附

近で急(凌し，この急:鑓暦v深さは従来指摘されてゐる不~巨額層のーっと大値一致してゐる。

本研知立気象技術官養成所研究科θ卒業論文として途仔されたもので，親しく街l鞭縫並びに御佼

関を賜った主任指導講師本多弘吉博士に厚く御躍中上るo

(昭和 24年 2月 1日)
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